
まとめ 
◇ストロークの重なり領域に簡易的に算出した重色を

配置することで，ストロークの重なり・透過を表現し

た． 

◇厚塗り表現による質感表現と，本手法による薄塗り

の表現が可能なアプリケーションを開発した． 
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はじめに 

◇ノンフォトリアリスティックＣＧ 

 ー自由な画像表現 

 ー効率的な情報の伝達 

◇絵画風CG画像生成 

 ーアウトライン筆モデルによるストローク生成 

 ー筆の特性とキャンバスのモデル化 

 ーストロークによる遠近表現 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは，描画技法表現において厚塗りにより表現す

る絵画風ＣＧ画像生成に取り組んできた． 

しかし，絵画の主要な描画技法の重ね塗りには厚塗

りと薄塗りがある．そこで，残された薄塗り技法に

よる表現について検討する． 

 
 

  薄塗り技法を考慮し，より広範囲な絵画の質感を 

 表現することに取り組む． 

  また、厚塗り・薄塗りによる表現が可能な，絵画風 

 ＣＧ画像自動生成アプリケーションを開発する． 

図１ 入力画像 図２ 生成画像 

nlストローク幅  を求める． 
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ストロークの形状生成 

ストローク形状の中心点として 

入力画像内の一点     を         

選択する． 

は式(1)で表される． 

ここで  は点  の輪郭方向 
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式(2)の条件を満たす間、式(1)を計算する． 
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図5 ストローク形状の生成 
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このようにストロークの形状が決定され配置される． 

薄塗り表現のためのストロークの色決定 結果（出力画像） 

 重色は光が絵具層を透過することにより起こる現象で

ある．光の透過率を式(5)のように表す． 

 実際の絵画の描画において薄塗りを行った場合、

顔料は図7のように配置される． 

 ：上層に配置される顔料 

：下層に配置される顔料 

図7 薄塗りされた絵具の顔料の状態 

重色の簡易計算 
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上式の透過率により重色は中間混色を用いて式 (6) のよ

うに与える． 
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：重なり部分の色 

上の絵具層の色 

下に配置された絵具の色 

絵具層の厚さ 

下層を隠蔽するのに十分な絵具層の厚さ 

絵具層の透過率 
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本研究では透過率を変化させて重色を決定し、絵画風

ＣＧ画像を生成する． 

視覚特性を利用し， 

薄塗り技法を表現するのに

十分な結果が得られる簡易

モデルを用いる． 

重色の決定方法 

背景 

目的 

n：ストロークの 

 中心点のindex 

図8 薄塗りによるストローク 

・自動描画の実現 

・処理コストの低減 

図３ 入力画像 図４ 生成画像 

重なり領域に２つの面の色の加法混色線上の色度を 

呈示すると，重なり領域の色は２つの面の色に分離して

知覚され，透明視が成立する． 

視覚特性 透明視 

図9 透明視 

図12 厚塗りによる生成画像 図13 薄塗りによる生成画像 

図11 薄塗りによる生成画像 図10 厚塗りによる生成画像 

図6 筆,およびそのパラメータ 
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：ストローク幅 

：筆の堅さ 

：筆圧 

：ストローク幅の最大値 

：筆先と筆の進行方向 

 との角度差 


